
［開館時間］ 9:00～17:00（入館は16:30まで）
［休館日］ 11月25日（月）、12月2日（月）・9日（月）・16日（月）・

 23日（月）・28日（土）～2025年1月1日（水）・6日（月）・
 14日（火）・20日（月）・27日（月）
［観覧料］ 一般1,000（840）円　大学生500（420）円　
※（　）内は20名以上の団体料金、前売券、県内宿泊者割引料金 
※高校生以下の児童・生徒は無料（高校生は生徒手帳等持参）
※県内65歳以上の方は無料（健康保険証等持参） 
※障害者手帳をご持参の方、およびその介護をされる方は無料 
※11月20日（水）の県民の日はどなたでも無料 
※前売券は山梨県立美術館で11月19日（火）まで販売

［主催］ 山梨県立美術館、テレビ山梨   
［後援］ NHK甲府放送局、山梨日日新聞社・山梨放送、テレビ朝日甲府支局、
朝日新聞甲府総局、毎日新聞甲府支局、読売新聞甲府支局、産経新聞
甲府支局、共同通信社甲府支局、時事通信社甲府支局、山梨新報社、
日本ネットワークサービス、エフエム富士、エフエム甲府
［協力］ 清水三年坂美術館、山梨交通  
［監修］ 山下裕二（明治学院大学教授）  
［企画協力］ 広瀬麻美（浅野研究所）

In the Genes, 
Taking Marvelous Meiji 
Craftsmanship 
into the Future

じつは、木彫？
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【牙彫】

【木彫】

安藤緑山 （1885－1959年）

《柿》
清水三年坂美術館蔵

福田亨 （1994年生まれ）

《吸水》（部分）
2022年 黒檀他

前原冬樹 （1962年生まれ）

《『一刻』スルメに茶碗》（部分）  
2022年  朴、油彩、墨

上の鎖から
スルメの足先まで
一本の木から
彫り出された一木造。

いち ぼく づくり

着色一切なし。
さまざまな色の木を
象嵌した木彫作品。
ぞう がん

「ミレーさん」



〒400-0065 山梨県甲府市貢川1-4 -27  Tel.055-228-3322　Fax.055-228-3324
https://www.art-museum.pref.yamanashi.jp/

アクセス
●JR中央本線甲府駅より
・JR甲府駅バスターミナル（南口）1番乗
り場より、39系統御勅使、03・04系統 
竜王駅経由敷島営業所、35系統 大草経
由韮崎駅、30系統 貢川団地各行きのバ
スで約15分、「山梨県立美術館」下車。
※当館ホームページからもバスの時刻
表をご覧いただけます。
・タクシーで約15分。

●中央自動車道甲府昭和インターチェンジより
・料金所を昇仙峡・諏訪方面へ出て200m
先を左折、西条北交差点左折、アルプス通
りを約2km直進、貢川交番前交差点を左
折、国道52号を直進、約1km先左側。

み だ い

くがわ

ホームページで本展の
見どころを紹介！

山縣神社北交差点

真福寺入口交差点
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■記念講演会 「超絶技巧の未来」
本展監修者の山下裕二氏が出品現代作家を中心に本展の見どころを解説します。
［講師］ 山下裕二氏（明治学院大学教授・本展監修者）
［日時］ 11月23日（土・祝） 午後2：00～3：30  ［場所］ 講堂
※申込不要、聴講無料、定員100名程度（先着順）

■アーティスト・トーク 「誰にもできない」
木彫作品を制作する大竹亮峯氏が、その制作過程やアイデアについて語ります。
［講師］ 大竹亮峯氏（木彫作家・本展出品作家）
［日時］ 1月18日（土） 午後2：00～3：30  ［場所］ 講堂
※申込不要、聴講無料、定員100名程度（先着順）

■ワークショップ 「わたしの羽根、ぼくの羽根」
幻想的な世界を刺繍作品で表現する蝸牛あや氏と小さな作品をつくります。
［講師］ 蝸牛あや氏（刺繡作家・本展出品作家）
［日時］ 1月11日（土）午前10：00～午後4：00
［対象］ 中学生以上（細かい作業があるため中学生以上向けとさせていただきます）
［定員］ 20名  ［場所］ ワークショップ室
［申込方法］ 往復はがきで申込期間内にお申し込みください（11月29日必着）。往信
面に①郵便番号・住所、②氏名・年齢、③電話番号、④刺繍の経験の有無およ
び参加希望理由を、返信面には郵便番号・住所・氏名を必ず記入してください。 
［申込期間］ 11月6日（水）～ 11月29日（金） ※期間内必着
［申込先］ 〒400-0065 山梨県甲府市貢川1-4-27 
山梨県立美術館「超絶技巧展ワークショップ」係 
※はがき1通につき2名まで申込可   ※申込多数の場合は抽選  ※参加費1,500円程度（材料費）

鉄を金づちで叩く
鍛金技法によるカラス。
内部には骨格と筋肉まで
も表現されている。

鹿角を使った月下美人の47枚の花弁。
花器はコウモリの2枚の羽がモチーフ。

並河七宝には珍しい
30センチを超える大作。
黒色釉を背景に、
草花をカラフルに表現。

大竹亮峯 （1989年生まれ）

《月光》
2020年  鹿角、神代欅、楓、榧

本郷真也 （1984年生まれ）

《Visible01 境界》
2021年  鉄、銀

並河靖之 （1845－1927年）

《草花図花瓶》
清水三年坂美術館蔵
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「ミレーさん」は、《種をまく人》
（山梨県立美術館蔵）を描いた
ジャン＝フランソワ・ミレーを
モデルにしたキャラクターです。
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